
役所・保険会社へ出す書類は、

担当AIが案件のメモから選んで

様式に書き込む。社長は空いた欄に

答えて、見直して出すだけ
AIエージェントの動き方の一例（見本：架空の屋根・外壁の工事業）

株式会社SeKnAck

見本のため、会社・お客様・市・保険会社・様式はすべて架空で、本物の役所や保険会社の様式は写していません。



いまの困りごと

夜に社長がメモと見積書を見ながら手で書いていると、

要る書類の確かめと、決まっていない所の見落としが起きやすい

屋根・外壁の工事業で、工事のたびに書類を出す時に起きること（見本の会社の例）

1 夜に手で書いている 2 要る書類が現場ごとに違う 3 メモで決まっていない所がある

起きていること

■ これまでは、現場から戻った夜に、

社長が案件のメモと見積書を見ながら手で

書いていた

今回の見本（あ

おぞら屋根工業・

森本様邸）

数

案件メモ 21行

見積書 10行

様式（市・

保険会社）

4つ・欄43

■ 道路に車を止めるなら、短い時間でも

道路使用の申請が要る

■ 100万円以上か、高さ2m以上の

工事は、始める前の日までに保険会社へ

工事届を出す

■ メモで決まっていない所や、メモどうしで

食い違う所がある

■ 間違った申請を出すと、役所から

差し戻されたり、保険が

下りなかったりする

そのため
➢ 書類1つに14の欄があり、書き写すのに

手間がかかる

➢ 現場ごとに、どの書類が要るかを

確かめ直す

➢ 決まっていない所に気づかないまま、

書いて出してしまうおそれがある

注：「夜に書いていた」「要る書類」「差し戻し・保険が下りない」は見本の作業場の書類の決まり、行と欄の数は今回の案件のフォルダと様式から

出所：見本の作業場（見本の会社・市・保険会社・様式は架空） 2 / 10



全体の流れ

社長は現場から一言で頼み、空いた欄に答えるだけで、

書類選びと様式への書き込みは担当AIが引き受ける

一言で頼んでから、下書きがそろうまで（見本：架空の屋根・外壁の工事業） 実線：今回の流れ 主役の仕事

この資料の言葉 担当AI

会社のPCの中で、この仕事を受け持つAI

判断シート

AIが決めない所を、選び方と変わることを並べて社長に聞く1枚

出どころの印

下書きの値に付けた「案件メモ」「見積書」などの印

1 一言で頼む

現場から看板で

2 要る書類を選ぶ

様式4つから

3 様式に書き込む

欄ごとに出どころ

4 空いた欄に答える

社長が決める

5 見直して出す

出すのは社長

案件のフォルダ
いつものフォルダ

担当AI
会社のPCの中

社長
スマホで見る

使う道具 看板の一言欄 書類の道具・下書きの1枚 判断シート・下書きの1枚

案件メモ・見積書・

見取り図・写真

「来週の現場の申請」

と一言で頼む

来週の案件を選び、

要る書類を2つ選ぶ

2つの様式の欄に

書き込む

判断シートで

空いた欄に答える

答えを入れ、

下書きをそろえる

欄ごとに出どころの印 出すのは社長

注：番号は次のページから説明する順。役所の窓口と保険の代理店へ出すのは社長で、担当AIはどこへも出しません

出所：見本の作業場の担当AIの手順と書類の決まり（見本の会社は架空） 3 / 10



1 一言で頼む

一言で頼むと、担当AIが今日の日付から来週の案件を選び、

メモ・見積書・図と決まりを読んで、要る書類を選ぶ

社長のスマホの画面（左）と、できた下書きの1枚の上（中）、頼んでから担当AIがすること（右）

1 社長が件名と一言を書いて頼む 2 できた下書きの1枚の上
頼んでから担当AIがすること 今回の見本で分かったこと

■ 一言欄

➢ 件名「来週の現場の申請」、一言「来週の

現場の、役所と保険会社に出す書類の

下書きをお願いします。」と書いて始める

看板の「役所・保険会社へ出す書類の

下書き」から。添えるファイルは

無し

■ 案件を選ぶ

➢ 今日の日付を確かめ、来週（10/19〜

10/24）に工事がある案件を選ぶ

案件2つのうち森本様邸（10/20〜

10/24）。林様邸（11/10）は

対象外

■ 読む

➢ 案件メモ・見積書・見取り図・

現場写真と、書類の決まり・会社の情報を

読む

案件メモ21行・見積書10行・図と

写真2枚

■ 書類を選ぶ

➢ 様式の「要る時」「要らない時」と

決まりに当てて、要る書類を選ぶ

様式4つ（欄43）から2つ

社長は現場からスマホの看板で件名と一言を書き、「始める」を押すだけです。案件のメモ・見積書・写真は、いつもの案件のフォルダから読みます

注：見本のため、会社・お客様・市・保険会社・様式はすべて架空で、本物の役所や保険会社の様式は写していません

出所：見本の作業場で、担当AIの「役所・保険会社へ出す書類の下書き」（2026年10月17日）を実際に動かした結果（見本の会社・市・保険会社・様式は架空） 4 / 10



2 要る書類を選ぶ

担当AIは様式を決まりと案件のメモに当てて、道路使用の申請と

保険の工事届を選び、要らない書類にも理由を書く

様式4つごとに、要る時と今回の案件を並べた結果（同じ見方で） 決まり・様式から 要る書類に当たった所

判断

道路使用の申請

市

工事の車両を道路に止めて、荷の

積み下ろしや作業をする時（短い時間でも）

10/20・10/24は4tトラック、10/22は

2tダンプを家の前の市道に止める（メモ11・

13行目）

あおぞら市役所 道路管理課・使う

日の前の日まで
要る

道路占用の申請

市

足場・資材・仮囲いなどを、道路の上に

置く時（道路に足場がはみ出す時を含む）

足場は家のまわりの敷地の中に収まる（メモ

16行目・見取り図）
あおぞら市役所 道路管理課 要らない

保険の工事届

保険会社

請負金額が100万円以上の工事、または

高さ2m以上の所で作業する工事

請負金額 税込み1,738,000円（見積書

11行目）・棟 およそ8m（メモ6行目）

ひかり損害保険（代理店経由）・

始める日の前の日まで
要る

保険の事故の届け

保険会社

工事中に、お客様やご近所の物を壊した・

人にけがをさせた時

事故は起きていない（工事はまだ

始まっていない）
ひかり損害保険（代理店経由） 要らない

要る時（書類の決まりと様式） 今回の案件（メモ・見積書・図） 出す先と期限

注：「要る時」は見本の作業場の書類の決まりと様式から。出す期限は、使う日・始める日（10/20）の前の日で、2つとも10月19日（月）です

出所：見本の作業場で、担当AIの「役所・保険会社へ出す書類の下書き」（2026年10月17日）を実際に動かした結果（見本の会社・市・保険会社・様式は架空） 5 / 10



3 出どころの印

値を押すと、どのメモの何行目・どの図から書いたかが出るので、

社長は下書きを見直す時に、その場で確かめられる

下書きの欄（左。青い枠は、メモで決まっていないので空けて聞いた欄）と、値を押した所の中身（右） 空けて聞いた欄

道路使用の申請と保険の工事届の欄（下書きの1枚から6つ）

工事の場所

架空県あおぞら

市みどり町2丁目

14-3

案件メモ 4行目

使う日

10/20（火）・

10/22（木）・

10/24（土）

案件メモ 11〜13行目

請負金額 1,738,000円 見積書 11行目

残る道の幅 3.5m 見取り図の寸法

証券番号 HK-0000-4712 会社の情報 10行目

使う時間帯 空けて聞く 判断シートで聞く（Q1）

拡大：値を押した所（下書きの1枚）

「工事の場所」を押すと、案件メモの4行目が

そのまま出る

「残る道の幅」を押すと、見取り図と、見た

所の寸法が出る

注：空けた欄は道路使用の申請で3つ、保険の工事届で2つ（作業の時間帯・車両と台数・道路を使う広さ・重機）。推測では埋めず、判断シートで聞きます

出所：見本の作業場で、担当AIの「役所・保険会社へ出す書類の下書き」（2026年10月17日）を実際に動かした結果（見本の会社・市・保険会社・様式は架空） 6 / 10



4 空いた欄を、1枚で決める

メモで決まっていない時間帯とユニック車は、担当AIが推測で埋めずに空け、

おすすめを並べた1枚で社長が選ぶだけで済む

判断シートの上（左）と、2つの問いで社長が選んだ案の中身（右。シートの選択肢・選ぶと変わること・おすすめの理由から）

1
判断シートの「なぜ今

決めるか」
Q1　 おすすめ・社長が選んだ

作業と道路を使う時間帯

Q2　 おすすめ・社長が選んだ

10/22にユニック車を借りるか

選んだ案
■ C 8:00に入り、9:00までは音を出さない作業だけ ■ B 借りずに手で上げる

選ぶと変わる

こと

■ 道路使用は8:00〜17:00、工事届は「9:00までは

音の出ない作業のみ」

■ 車両は各日1台、広さ8m×2.5m、重機・

クレーンは「なし」

おすすめの理由
■ お客様の言葉（メモ20行目）も、佐藤さんの言葉

（21行目）も守れる

■ 今の見取り図のまま申請でき、借りる費用も出ない

次にすること
➢ 9時前にできる作業を、社長が佐藤さんと確かめる ➢ 担当AIが答えを空いた欄に入れ、下書きをそろえる

注：社長の答えは Q1 C・Q2 B で、2つともおすすめのとおりでした。どの問いにも、ほかの案と、下の窓に書く別案があります。「おすすめ」は担当AIが案件のメモから出した案で、決めるのは

社長です

出所：見本の作業場で、担当AIの「役所・保険会社へ出す書類の下書き」（2026年10月17日）を実際に動かした結果（見本の会社・市・保険会社・様式は架空） 7 / 10



5 見直して出す

社長が答えると、空いていた5欄に答えが入って2つの下書きがそろい、

社長は見直して、出すかどうかを決めるだけになる

社長のスマホの画面（答えてから、下書きがそろうまで。順に1〜3）

1 判断シートで答える

シートで選び、回答文「Q1 C / Q2 B」をカードの

会話欄に貼って送る

2 下書きが2つそろう

空いていた5欄に答えが入り、28欄すべてが埋まる

（社長の答えで5欄）

3 確認済みの欄

答えを入れた欄には「確認済み（Q1）」の印。社長は

見直して、出すかどうか・いつ出すかを決める

注：時間の目安：手作業で約60分の申請書類の下書きが、確認の約5分になります（見本の条件での試算。担当AIの作業は約4分（見本の撮影で実測）、手作業は2つの様式28欄の書き込み1欄1.5分＋

案件メモと見積の読み直し約15分で計算）。役所の窓口と保険の代理店へは社長が自分で出し、担当AIはどこへも出しません。下書きの上には「提出の前に内容を確かめてください」と出ます

出所：見本の作業場で撮影した社長のスマホの画面（見本の会社・市・保険会社・様式は架空） 8 / 10



御社に合わせる

屋根の工事の申請は一例で、解体・足場・設備工事や、元請への

届け出など、今お使いの様式に合わせて作り直せる

今回の見本で使った物と、御社に合わせて置き換えられる物 今回の例 置き換えられる物

業種 →

出す書類 →

ここでお見せしたのは一例です。「ここをこう変えたい」をお聞かせください。

今回の例（見本） 置き換えられる物（例）

屋根・外壁 解体・足場・設備工事

役所の申請 保険会社・元請への届け出

注：右の列は置き換えの例です。工事のたびに、案件のメモと見積から決まった様式の書類を書く仕事なら、同じ形が使えます。実際にどれを使うかは、お話を伺ってから決めます

出所：株式会社SeKnAck 9 / 10



導入とその先

最初の1つを使える状態で納品し、その先は伴走で一緒に広げていく

最初の1つの納品から社内に根づくまでの4段と、お問い合わせ先

納品までと、その先の伴走

伴 走

納品で

終わりではない

ここまでが初期導入 使い方に慣れてきたら、ほかの業務も御社専用の流れにして、

同じように任せられます。

お問い合わせ先

資料のご請求・お問い合わせ

ai-setup@seknack.com
株式会社SeKnAck

1

例を見る

見本は動き方の例。「うちなら

これ」を1つ選ぶ

2

最初の1つを納品

御社の業務とお使いの

道具に合わせて作り直し、

導入まで済ませてお渡し。

その日から使えます

3

伴走で広げる

使いながら、2つ目・

3つ目の業務も一緒に

作っていけます（内容と

進め方はご相談）

4

社内に根づく

社内のAI担当者が育つ、

または社長ご自身がAIを

使いこなせる状態まで

注：伴走の内容と進め方は、ご相談のうえ決めます。

出所：株式会社SeKnAck（このページまでの画面と数字は見本の作業場の物。見本の会社・市・保険会社・様式は架空） 10 / 10


